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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極集電極と負極集電極が隔壁により分離された充放電セル部と、
　正極活物質を含む電解液が貯蔵された正極用の貯蔵タンクと、
　負極活物質を含む電解液が貯蔵された負極用の貯蔵タンクと、
　前記正極用の貯蔵タンク及び負極用の貯蔵タンクに貯蔵された電解液をそれぞれ正極お
よび負極に循環供給する循環ポンプおよび送液配管と、を備えた蓄電装置であって、
　前記負極用の貯蔵タンクの内壁に固体状の前記負極活物質が形成されており、
　前記負極用の貯蔵タンクに貯蔵された電解液中に担体微粒子を含み、
　充電時に前記担体微粒子の表面に前記負極用活物質を析出し、放電時に前記担体微粒子
から前記負極用活物質が溶解することで充放電を行うことを特徴とする蓄電装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の蓄電装置において、
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　前記担体微粒子の粒径が０．１μｍから１０００μｍであることを特徴とする蓄電装置
。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の蓄電装置において、
　前記負極活物質が亜鉛、鉛、錫のいずれかであることを特徴とする蓄電装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の蓄電装置において、
　前記正極活物質の溶解－析出反応、あるいは、酸化物と水酸化物との構造変化によって
充放電を行うことを特徴とする蓄電装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の蓄電装置において、
　前記正極活物質が銅、ニッケル、コバルト、銀から選択される金属またはその合金、臭
素、ヨウ素、あるいは、銅、マンガン、イリジウム、ニッケルから選択される金属の酸化
物のいずれかであることを特徴とする蓄電装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の蓄電装置であって、
　前記充放電セル部が複数のセルで構成され、各セルに分配される前記送液配管に開閉弁
を有し、前記開閉弁によりセル単位で活物質を含む電解液の流通が制御されることを特徴
とする蓄電装置。
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